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＜研究開発の概要＞ 
 九州大学が所蔵するコレクションをはじめとした資料群について，その内容や価値，九州大学が所蔵
するに至った経緯等についての調査研究をおこなうとともに，その過程のなかでサブジェクトライブラ
リアンとしての職員の専門性育成を図っていく． 
 
＜研究開発の内容＞ 

2011 年に創立 100 周年を迎える九州大学は，各部局に数多くの貴重文物を所蔵しており，キャンパス
移転が開始された今日，関係者のこれら貴重文物への認識は重要さを増してきている．

このような情況下，九州大学が所蔵する貴重資料に関して認識を深めること，図書館職員の専門性を高
めることを目的として，昨年度より開始した貴重文物講習会を継続して実施した．図書館職員及び教員，
大学院生を対象に，各貴重文物に深く関わった学内外の講師が，その内容や価値，九州大学が所蔵するに
至った経緯等について講義した．講習会の資料は「九州大学学術情報リポジトリ(QIR)」で公開し，学内
外へ広く発信している．毎月1回開催し，平成20年度は下記のように11回開催した．また，今年度は貴重
文物講習会を契機として，下記のような新たな発見や成果が生まれた． 
・第9回講習会を契機として，近藤文庫をはじめとする中央図書館所蔵の儒学関係諸文庫の存在が再発見
され，第17回講習会においてその成果を発表した 
・第13回講習会を契機として，中央図書館保管の岡田三郎助「第二代総長真野文二博士」の美術的価値が
再発見され，後小路教授により本格的な調査が行われた 
・第14回講習会を契機として，形態的特殊性により未整理状態であった支子文庫の零葉集や文書類等の調
査を実施し，データベースや展示会等により一般に公開した 

 
[第7回] 4/25 檜垣文庫について（1） 

講師：吉田昌彦 比較社会文化研究院教授 
[第8回] 5/23 檜垣文庫について（2）・玉泉館史料について 
 講師：吉田昌彦 比較社会文化研究院教授 
[第9回] 6/20 近世儒学関係諸文庫について 
 講師：柴田 篤 人文科学研究院教授 
[第10回] 7/25 クンケル文庫について 
 講師：西村重雄 福岡工業大学教授 
[第11回] 8/22 旧制福岡高等学校関係資料について 
 講師：折田悦郎 大学文書館教授 
[第12回] （延期） 九大所蔵の貴重古医書について 
 講師：Wolfgang Michel 言語文化研究院教授 
[第13回] 10/24 九州大学とアート －過去から未来へ－ 
 講師：後小路雅弘 人文科学研究院教授  
[第14回] 11/21 田村専一郎と支子(くちなし)文庫 
 講師：中野三敏 九州大学名誉教授 
[第15回] 12/19 ロイドモーガン・コレクション 
 講師：片野 博 芸術工学研究院教授 
[第16回] 1/22 芸術工学分館所蔵の20世紀の椅子について 
 講師：石村真一 芸術工学研究院教授 
[第17回] 2/13 中央図書館所蔵 近藤文庫について 
 講師：山根泰志 附属図書館コンテンツ整備課電子化係 

柴田 篤 人文科学研究院教授   
[第18回] 3/13 1955年郭沫若の九大訪問とその軌跡 
 講師：岸田憲也 大学院人文科学府博士課程 
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４ 学術情報リポジトリに関する研究開発 

 
室  員 荒木啓二郎（附属図書館副館長（～20.9.30）， 

システム情報科学研究院教授） 
廣川佐千男（情報基盤研究開発センター教授） 
竹田 正幸（システム情報科学研究院教授） 
池田 大輔（システム情報科学研究院准教授） 
井上 創造（附属図書館研究開発室准教授） 

担当窓口 吉松 直美（コンテンツ整備課電子化係長） 
 
＜研究開発の概要＞ 

学術情報リポジトリの構築に関する研究を行う．例えば，他のシステムとの連携や，複数のシステム
間の統合検索，各種検索システムを研究開発する．  
 
＜研究開発の内容＞ 

学術情報リポジトリシステムの活性化および安定運用のための研究開発を行った．その内容は，サーバ
運用から，ハードウェアデバイス開発，ソフトウェア開発，人材育成にわたる幅広い取り組みとなった．
最後の2つについては国立情報学研究所CSI事業による支援を受けた． 
 
○学術情報リポジトリシステムのサーバ運用支援 
  情報統括本部図書館連携事業室と協力し，効率と安定性を向上させるサーバ運用のための体制を，次期
図書館システムと併せて検討した．その結果，サーバの設置場所を現在の中央図書館から情報基盤研究開
発センターに移設することがよいという結論を出し，今後そのようになる予定である． 
 
○学術情報リポジトリシステムの機能拡張 
  現在九州大学が学術情報リポジトリのために用いているDSPACEシステムは，リポジトリシステムとして
は普及し，また安定しているものではあるが，研究者や利用者が便利に活用できるための機能や，最新の
Web2.0機能を装備しているとは言い難い．そのため，研究者が研究プロセスの中で自然にシステムを利用
するための機能拡張をCSI事業による支援を受けて行った．その一つは，研究者ごとの公開Webページの追
加である．これにより研究者に興味がある人または本人は，その人の論文を一覧でき，論文登録の大きな
動機付けとなると考えられる．この拡張機能は，下記に述べる人材育成で学習する技術を用いて開発し，
オープンソースソフトウェアとして公開した． 
 
○学術情報リポジトリシステムのアクセス履歴解析 
 昨年度までに開発した，九州大学研究者情報との連携システムにおいては，リポジトリにはコンテンツ
が無いが，研究者の業績リストには記載がある論文に対するアクセスを見ることができる．これを用いれ
ば，登録されている論文へのアクセスばかりか，登録されていないが需要の高い論文を知ることができる．
業績リストから学術情報リポジトリにいたるアクセス履歴を解析した結果，約９割のアクセス要求に対し
てリポジトリには論文が存在しないことが判明した．これは，評価のために比較的新しい業績が追加され
る業績リストに対し，リポジトリではまだこれらの論文を収集できていないためであると考えられる． 
 
○人材育成 
  上記のような機能は外注すれば実現可能ではあるが，研究者や利用者の細かい要求をいちいち外注によ
り対応していては莫大な費用がかかる．そのため業務担当者が自分ができる範囲でユーザビリティなどの
機能拡張が行えるようにならなくてはならない．そのため，CSI事業による支援を受け，業務担当者が機
関リポジトリを柔軟に機能拡張し研究者や利用者のニーズに対応するための人材育成を行った．九州を中
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心に全国の参加者と共に2日間の研修を3回行い，HTML,PHP言語によるWebアプリケーション開発，SQLによ
るデータベースアクセス，CakePHPによるWebアプリケーション開発フレームワーク，プロジェクト管理，
企画提案書作成という盛りだくさんの内容を講習した．参加者はのべ67名（学内42名，学外25名）となり，
さらに彼らが所属機関に戻って同じ内容を講習するという宿題を与えたことにより，実質的な体験者はさ
らに多いと思われる．これだけの内容で参加者はWebアプリケーションを一通り作成できるようになるは
ずだが，いささか食傷気味であると思われるので次年度引き続き定着をはかる予定である．また，プロジ
ェクト管理および企画提案書作成については，筑波大学で高度IT人材育成に携わる駒谷教授にお願いし，
実践的かつ最先端の講習を行うことができた． 
 
○電子ペーパーネットワークシステムの研究 
  学術情報リポジトリにより論文が電子化されれば，アクセス性や保存において種々の利点があるが，一
方でそれらを読むときにはモニタ上ではなく，やはり印刷して読みたいという需要は多いと思われる．本
研究では九州大学の服部准教授との共同により，電子ペーパーネットワークシステムおよびその応用であ
るどこでもプリンタシステムを提案し，服部准教授とブリヂストンにより開発されたQR-LPDディスプレイ
を用いた電子ペーパーネットワーク端末の試作を，福岡ISTおよび株式会社ネットワーク応用技術研究所
の協力により行った．試作機はA7型のサイズで電池も必要ではあるが，RFID技術との組み合わせにより無
電池化を視野に入れており，実現すれば液晶とは異なる紙のような質感を持った表示を低コストに，かつ
環境にやさしく提供できる． 
 
 

５ SNS を活用した教育・学生のコミュニティ形成に関する研究 

 
室  員 池田 大輔（システム情報科学研究院准教授） 

井上 創造（附属図書館研究開発室准教授） 
職  員 日高  環（図書館企画課企画係） 
担当窓口 片岡  真（情報システム部情報基盤課 

                               デジタルライブラリ担当専門職員） 
 
＜研究開発の概要＞ 

学生や教員のコミュニティを中心とした活発かつ効果的な教育のために，SNS（Social Networking 
Service）システムを基盤とした新機能を研究開発する． 

 
＜研究開発の内容＞ 

本研究では，SNS(Social Networking Service)を基盤とした学生や研究者のコミュニティ形成を支援
する研究を行った．大学院システム情報科学研究院との連携により各種機能を開発し，情報統括本部との
連携により認証統合や図書館システムの仕様策定を行った．また企業との共同研究により新しいタイプの
画像検索システムを開発した． 
 
○SNSを基盤とした教育研究コミュニティ支援システムの開発 

大学院システム情報科学研究院と協力し，SNSを基盤として教育研究コミュニティ形成を支援するシス
テムを構築した．これは，次に述べる認証とは異なり，「認可」と呼ばれるアクセス管理機能を利用者が
自立的に行うことのできる機能を基本に持つ．SNSとしてはオープンソースのOpenPNEを利用し，これに，
コミュニティ上での発言とメーリングリストが連動する機能および，個人業績データを管理する仕組みを
構築した．自然にコミュニティを形成できるというSNSの利点が生かされている．これは現在，実際にい
くつかの講義や研究室で試用し改善を試みている． 

またこの活動は，大学院システム情報科学府社会情報システム工学コースのPBL（Project-Based 
Learning)演習と連携し，機能の洗い出しやプロジェクト遂行を行った． 
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○図書館利用認証統合の研究開発 

情報統括本部図書館連携事業室および全学共通認証事業室と協力して，図書館の各種サービスに対して
学外からSSO-KIDおよび学生IDを用いてログインできるサービス「どこでもきゅうと」を，EZProxyシステ
ムを用いて導入した． 

また，MIID（Media Independent ID）によるICカードシステムを各キャンパスの図書館の種々のシス
テム（入館，貸出，自動貸出）に対応させるための技術確認を行った． 
 
○次期図書館システム仕様策定支援 

平成21年12月に予定される図書館システムの更新のための支援として，平成21年3月「図書館電子計算
機システム仕様書」策定の支援を行った． 
 
○専門家の知識と集合知を融合する画像検索SNSシステムの開発 

現在，例えば道ばたで見かけた花の名前を検索しようとすると，携帯電話で写真を撮ってその名前を専
門家に尋ねることが考えられるが，これを自動化しようとすると，現在よく用いられる画像特徴量を用い
たシステムはこの考え方を取り入れていないため見当外れの答えとなることが多い．本研究ではSNSを用
いて質問者と専門家のコミュニティを形成し，そこでのやりとりをデータベース化することにより画像特
徴量だけではなく専門家の知識とコミュニティの集合知を利用した画像検索システムの基礎部分を開発
した．今後実際に実証実験を行い精度を高めていく予定である．本研究は株式会社日本商工および，大学
院システム情報科学研究院高野助教と馬場助教との共同研究により行った． 

 
 

６ RFID による図書館システムに関する研究 

 
室  員 藤崎 清孝（システム情報科学研究院准教授） 

井上 創造（附属図書館研究開発室准教授） 
南  俊朗（附属図書館研究開発室特別研究員， 

 九州情報大学教授） 
職  員 宮岡 大輔（理系図書館サービス係） 
担当窓口 江藤 弘史（利用支援課サービス企画係長） 

 
＜研究開発の概要＞ 

図書館業務の自動化・省力化及び，魅力ある図書館の実現のために，RFID（Radio Frequency 

Identification)を用いた図書館システムおよび無線通信技術に関する調査および応用研究を行う．

＜研究開発の内容＞ 
本などの物体を無線で識別することのできる RFID (Radio Frequency IDentification) システムは，図書

館業務の電子化，自動化や拡大を進めていく上で，鍵となる技術である．今年度は，13.56MHz 帯 RFID

システムの卓上リーダやインテリジェント書架の性能評価，UHF 帯のシステムを中心とした最新の
RFID システムに関する調査，RFID システムを利用した図書館マーケティングの研究及び伊都キャンパ
スセンターゾーン「嚶鳴天空広場 Q-Commons」で利用する RFID システムの検討・導入などを行った．

卓上リーダを使用する場合，リーダ上に本を置き静止させた状態でタグと情報交換を行う場合がほと
んどである．このときタグがリーダに十分に近いところにあっても交信ができない場合がある．この状
況を詳細に調査し，リーダ上の不感帯を調査した．この現象はリーダとタグの構造に起因するもので，
装置側の構造あるいは使用者側の利用方法の工夫で対応が可能である．詳細については，今後論文等で
報告する予定である．また，中央図書館にインテリジェント書架を試験的に設置し，昨年度までに開発
した Web 上で書架画像を表示できる Web 仮想書架システムと連携させ，書架での読み取り実験を行っ
た．その結果，インテリジェント書架のリーダが意図した範囲とは異なる離れた棚にある本の情報を読
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み取ってしまう場合があることを確認した．この問題への対策として，システムに単純ベイズ分類器を
用いた学習機能を追加したところ，読み取り精度を向上させることができた．結果は，論文として投稿
中である．
 2008 年度に千代田図書館（東京都）において，我が国最初の図書館用 UHF 帯 RFID システムが導入
され，順調に稼働を始めた．その選定に際しコメントするなどした．また，システム開発段階での見学
を行い，稼働状況を確認した．更に，すでに UHF 帯の図書用タグを使用していることで有名なオランダ
BGN 社が経営している Selexyz 書店 Almere 店を見学した．また，2.45GHz 帯 IC タグを利用したシステ
ムとして，東京都北区図書館にミューチップとタトルテープの両方を組み合わせたコンビタグが我が国
初として導入されており，これを見学した．2.45GHz 帯のタグとしては s-ラベルを用いた宇都宮図書館
に次いで，我が国で 2 番目の導入事例となる．

本年度は，これまで以上に RFID システムを用いた図書館マーケティングの研究にも力を注いだ．こ
れまでは，インテリジェント書架を利用した館内マーケティングを主として研究を進めてきたが，今年
度は，それ以外の貸出・返却記録，入退館データなどをも複合的に利用した図書館マーケティング方法
の開発に重点を移した．データの活用においてはプライバシーの配慮も必要となるため，今後セキュリ
ティ対策を施した上で，データを活用する図書館マーケティングの方法の開発及び啓蒙を目指す．更に
図書館マーケティングに関する共同研究として，韓国果川（カチョン）図書館の金銀子博士を訪問研究
員として受け入れ，利用者の館内での行動調査を始めた．またこれに関連して金研究員の尽力もありソ
ウル大学図書館，成均館(ソンギュンガン)大学，韓国国立デジタルライブラリ，議政府（ウジョンブ）
図書館といった先進の図書館施設を訪問する機会を得ることができ，調査および交流を深めた．
 伊都キャンパスセンターゾーン「嚶鳴天空広場 Q-Commons」で利用する RFIDシステムを導入すべく，
13.56MHz 帯，UHF 帯，2.45GHz 帯のすべてのシステムを対象に各メーカ，販売代理店から聞き取り調
査を行うなどして検討を行った．UHF 帯の導入も考えたが，システムに未成熟な部分が多く，最終的に
13.56MHz 帯のものとなった．Q-Commons では，インテリジェント書架も導入しており，今後これらの
システムを使った運用と新たなサービスの拡大を目指した研究を進めていく．
 最後に，筑紫分館の実験システムについては，メーカが製造・販売を中止することとなったため，今
後は既に所有しているシステムを用いて耐久性の継続評価を行っていく．併せて，既設のものを，
Q-Commons と共通のシステムあるいは UHF 帯の新たなシステムへとリプレースする場合の問題点を調
査し，併せてリプレースの可能性を検討していく．

 

７ 図書館における著作権問題に関する調査研究 

 
室  員 黒澤 節男（附属図書館研究開発室特別研究員） 
職  員 星子 奈美（コンテンツ整備課電子化係） 

兵藤 健志（医学分館受入目録係） 
城戸 弦太（医学分館閲覧係） 
三坂 雅子（芸術工学分館情報サービス係） 

担当窓口 山崎 法子（利用支援課文献流通サービス係長） 
 

＜研究開発の概要＞ 
 図書館における著作権問題を多角的に調査研究するとともに，今後，電子図書館システムの構築や図
書館資料の電子化・発信を行う場合の個別事例に係る著作権問題について調査研究を行う． 
 
＜研究開発の内容＞ 
 大学図書館で所蔵する資料の複製についての取り扱いは著作権法第 31 条に規定されているが，その法
文だけでは一義的に判断できないことが多い．

様々なかたちで公表された著作物の利用について対応しなければならない担当窓口では，利用者が求
める複製行為が適法なのか違法なのか判断に迷うことが多い．

また，著作権法を遵守することが，より手軽に広範囲な複製を希望する利用者とのトラブルの原因に
なることもある．

－ 68 － － 69 －



九州大学附属図書館研究開発室年報 2008/2009 

最近では，このような複製問題以外にも，遠隔キャンパス間の文献の送受や機関リポジトリ導入に伴
う新たな著作権問題も生じている．さらに，著作権法の改正や運用ガイドラインの公表等，図書館の著
作権問題に変化がおこっている．

このような状況下において図書館員としてどのように対処するべきか，著作権法を十分に理解し，今
後より多様化するであろう図書館サービスについて各自が適切な対応ができるよう様々な活動を行って
いる．

以下は本年度の主な活動である．

黒澤室員は「Q&A で学ぶ図書館の著作権基礎知識」第 2 版(太田出版，5 月)を出版し，図書館に寄贈
した．著作権法の改正，複製のガイドラインや大学図書館の機関リポジトリなど最新の問題に対応した
内容で，担当者はもちろん，各キャンパスでも利用者へ提供されている．毎年発行の冊子「図書館と著
作権」（著作権情報センター，5 月）もＱ＆Ａの幾つかを新しくし，大幅改訂を行って発行，担当係に配
付した．

次に，平成 18 年 3 月に制定された「九州大学学術情報リポジトリ運営指針」を改正することになり，
専門委員会で審議をしたが，登録された学術情報等の改訂に際しての著作者の意思と図書館のリポジト
リの管理運営との関係について疑義が生じたので，室員と関係部署と協議を行った上で改正案を作成し
て，最終的に専門委員会において了承された．

また，個別の事例ではあるが，①公共図書館との現物貸借で借受けた図書の複製，②特許無効審判の
為の文献提供に対する大学図書館の対応，③出版された図書に掲載されている写真の引用，④著作権者
不明の著作物の取り扱い等々図書館内外で生じる様々な著作権問題に対して，室員，担当職員との間で，
その都度連携を取りながら適切な対応に努めている．
 なお，特殊な事例ではあるが，図書館が所蔵する「北韓解放直後極秘資料」について，昨秋，同じく
所蔵する数大学等とともに，海賊版であるので閲覧に供さず廃棄すべきとの訴訟が提起されたことに関
して，室員は担当課長らと適宜協議し，他大学等と連携しながら対応を進めていく上での示唆をその都
度与えている．

８ 貴重資料の画像及び書誌データベース作成に関する調査研究 

 
室  員 今西裕一郎（人文科学研究院教授） 

田村  隆（附属図書館研究開発室特別研究員， 
  九州産業大学講師） 

職  員 工藤絵理子（利用支援課文献流通サービス係） 
星子 奈美（コンテンツ整備課電子化係） 
山根 泰志（コンテンツ整備課電子化係） 
徳元美智子（六本松分館図書情報係） 

担当窓口 吉松 直美（コンテンツ整備課電子化係長） 
 

＜研究開発の概要＞ 
 本学が所蔵する貴重資料等の画像データベース及び書誌データベース作成に当っての対象資料の選
定，データ作成方法，検索システム，表示方法等についての調査研究を行う． 
 
＜研究開発の内容＞ 
 古活字版「太平記」画像データベース 

 平成 20 年度は，寛永元（1624）年に刊行された古活字版『太平記』の画像データベースを作成した
（http://mars.lib.kyushu-u.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000002rare2）．本学が所蔵する古活字版のう
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ち，これまでに附属図書館研究開発室において，源氏物語（平成 11 年度）・枕草子（平成 12 年度）・宇
津保物語（平成 18 年度）・栄花物語（平成 19 年度）の 4 作品がすでに画像データベース化されている．
古活字版の『枕草子』は 3 種，『宇津保物語』も 2 種，『栄花物語』は 1 種，この中では版種の最も多い
『源氏物語』でさえも，7 種にとどまる．それに比して『太平記』の古活字版は実に 15 種を数える．川瀬
一馬『増補古活字版之研究』（The Antiquarian Booksellers Association of Japan，昭和 42 年）によ
れば，「国文学書中最も早く開板せられ，重版の数も最も多い」という． 
 古活字版の『太平記』には片仮名で書かれたものと平仮名で書かれたものとがある．諸本の伝存状況に
ついては『増補古活字版之研究』によって一覧できるようになったが，その成果をふまえて近年，小秋元
段氏によって詳細な調査が進められ，15 種類の版があることが報告された（『太平記と古活字版の時代』
新典社，平成 18 年）．本学附属図書館が所蔵するのは平仮名本三種のうちの，「寛永元年刊本」である．
刊記に「于時寛永元年南呂下旬 開板之」とある．平仮名本自体 3 種と少なく，寛永元年版についても揃
本としては他に京都大学・成簣堂文庫・中京大学・国文学研究資料館の 4 機関のみが所蔵する．版面も美
しく，『弘文荘古活字版目録』はこの版を，「版式よく整い，一見堂々，精良な整版の如くである．寛永
中のかな交り本としては最善のものゝ一」と評している． 
 尚，印記について小秋元氏は「熊本上通二丁目書舗川日屋只次郎」と記すが，「川日屋只次郎」につい
ては正しくは「川口屋又次郎」であろう．本書は目録カードおよび受入原簿に「河島豊太郎」の名が見え
ることから，熊本上通町の古書肆舒文堂河島書店から購入したものと思われる．同店のホームページによ
れば，明治 36 年に二代目河島豊太郎氏が店を継ぎ，昭和 8 年に亡くなっている．当初の屋号は「川口屋
又次郎」と称したとも記されており，本書に捺される蔵書印もこの屋号を示すものであろう． 
 因みに，これらの古活字版を基に多くの整版本も刊行された．本学にはそのうち，広瀬文庫所蔵の絵入
無刊記版，松涛文庫所蔵の同じく無刊記版，支子文庫所蔵の元禄 11 年版が備わるが，特に絵入無刊記本
41 冊（請求記号 548/タ/3）は刷りも鮮明で堂々たる一本である．漢字平仮名交じりで古活字版の本文に
概ね一致するが，細部においては巻 1 を検するかぎりでも表現や仮名遣の相違が散見され，直接底本に用
いられたとは考えにくい．もとより全巻通しての調査ではなく，古活字版が後続の板本に与えた影響につ
いては引き続き検討を要する． 
 本データベースの検索システムの底本には，後藤丹治・釜田喜三郎校注の「日本古典文学大系」を使
用した．底本は慶長 8 年刊行の古活字版である．大系の巻・頁数を入力すれば，対応する寛永元年版の
画像が表示される． 
 
 

９ 資料保存に関する調査研究 

室  員 岡崎  敦 (人文科学研究院准教授)  
栗山  平（附属図書館研究開発室特別研究員） 

職  員 羽賀真記子（図書館企画課企画係） 
原賀可奈子（利用支援課資料サービス係） 
芦北 卓也（理系図書館サービス係） 
法常 知子（理系図書館サービス係） 

担当窓口 江藤 弘史（利用支援課資料サービス係長） 

＜研究開発の概要＞ 
本学が所蔵する資料の劣化予防・修復・調査・保存ガイドラインの整備に関する調査研究を行う． 

 
＜研究開発の内容＞ 
 「資料保存ガイドライン」の初版を発行した．これは，2001 年から 2004 年にかけて九州大学附属図
書館（以下，「当館」という）職員の研修組織であった資料保存研修会の原案に基づくものである．原案
では，タイトルに当館独自のものであることをうたっていたが，初版では，内容的に図書館界の資料保
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存に関する共通課題を主体としていることから，タイトルを「図書館における資料保存のためのガイド
ライン－図書館資料の利用と保存のために－」とすることで見直した．そのうえで，時間の経過に伴う
最新情報の取り込み，内容が不十分である項目の再編集，参照文献の整備，文体の統一などを行った．
 この初版は，2008 年 12 月 17・18 日に開催された当館主催（国立大学図書館協会地区協会助成事業）
の「資料保存セミナー：学術資料を後世に残すために」において，国・公・私立大学図書館，公共図書
館などから参加した約 80 名に配付した．さらに，このセミナーにおいて，当館の資料保存へのこれまで
の取り組みと現状及び今後について事例報告を行った．また，このセミナーでは，資料の修復実習も開
催されたので，一部の室員が実習補助として参加した． 
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